
 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018６.30 SAT 定員 300 名 

13:00～17：00（受付 12：30）【参加費無料】 

※先着順！定員になり次第、締め切らせていただきます。 

席が空いていれば、当日申込み、参加も可！ 

■会場：東洋大学白山キャンパス １２０２教室 

 〒112－8606 東京都文京区白山 5-28-20 

 ▼最寄駅：都営地下鉄三田線「白山」駅下車、徒歩５分 

      東京メトロ南北線「本駒込」駅下車、徒歩５分 

都営地下鉄三田線「千石」駅下車、徒歩７分 

 ●案内図 http://www.toyo.ac.jp/site/access/access-hakusan.html をご覧ください。 

※参加希望の方は、 jpa-ninnokai-event@psych.or.jp までお申込みください。（メール件名「6/30 関東

セミナー希望」認定心理士 No.、氏名、e-mail） 

＜日程＞          司会：認定心理士の会関東地区幹事 大崎博史（国立特別支援教育総合研究所） 

13:00-     開会 

13:10-14:10 講演「“人生被害”はいかに聴き取られたか：ナラティヴ実践としての 

ハンセン病国賠訴訟における弁護士の聴き取りプロセス」 

高千穂大学人間科学部准教授 徳田 治子  氏 

1４ :15-15:15 講演「犯罪被害者のおかれる現状と支援」 

       公益社団法人被害者支援都民センター相談支援室長代理、犯罪被害相談員 

                    臨床心理士 佐藤 真奈美 氏      

15:15-15:30 休憩 

15:30-16:30 講演「航空事故犠牲者遺族の心理--名古屋空港中華航空機墜落事故の事例から」 

    東洋大学社会学部教授、認定心理士の会関東地区会長 安藤 清志  氏 

16:30-17:00 認定心理士の会 情報交換会              認定心理士の会運営委員会 

17:00        閉会 

テーマ： 「被害者」の心理を考える! 

～心の傷をどのように受け止めるのか～ 

 

 

 

公益社団法人日本心理学会 

「認定心理士の会 2018 第 1 回関東セミナー」 

一般参加者歓迎!! 

写真：野口直樹氏 
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